
市長
　コラム

ワイド版

第 回

27

「
安
芸
高
田
市
郷
土
理
解
学
習
副
読
本
」

の
意
義

　

我
が
国
の
教
育
基
本
法
は
昭
和
22
年

に
制
定
さ
れ
、
戦
後
日
本
の
教
育
の
指

針
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
教
育
基
本
法
が
平
成
18

年
、
約
60
年
ぶ
り
に
全
面
的
に
改
正
さ

れ
、
教
育
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
伝

統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ

く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る

と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社

会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を

養
う
こ
と
」
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
の
背
景
に
は
急
速
な
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
が
あ
り
ま
す
。
国

際
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
自
分
と
は
異
な
る
文
化
や
歴
史
に

立
脚
す
る
人
々
と
共
生
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
日
本
人
が
、
安
芸
高
田
市

民
と
し
て
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

と
は
、安
芸
高
田
市
に
は
緑
豊
か
な
山
、

清
ら
か
な
川
、
毛
利
元
就
・
甲
立
古
墳

等
の
歴
史
、
神
楽
・
田
楽
等
の
伝
統
文

化
、
土
師
ダ
ム
・
湧
永
庭
園
等
の
景
勝

地
が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文

化
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
マ
ザ
ー
タ
ウ
ン
、

湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
の
本
拠
地
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
郷
土
で
育
っ
た
多
く

の
先
輩
た
ち
は
、知
恵
と
勇
気
を
も
ち
、

協
力
し
な
が
ら
、
夢
と
志
を
も
ち
、
地

域
を
守
り
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
に
対
す
る
誇
り
や
安
芸
高
田
市
民

と
し
て
の
自
覚
が
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
の
教
育
現

場
に
お
い
て
も
、
市
の
歴
史
や
伝
統
芸

能
・
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
尊

重
す
る
態
度
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
と
し
て
の
自
覚
や
郷
土
を
誇

り
に
思
う
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
、
教

育
目
標
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
行

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
郷
土
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
教
科
書
の
副
読
本
と
し

て
「
安
芸
高
田
市
も
の
が
た
り
（
小
学

校
編
）」「
郷
土
！
安
芸
高
田
市
（
中
学

校
編
）」
を
教
育
委
員
会
に
お
い
て
作

成
し
ま
し
た
。
こ
の
副
読
本
を
教
育
現

場
で
活
用
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
私

が
唱
え
て
い
る
「
オ
ー
ル
安
芸
高
田
」

の
精
神
を
は
ぐ
く
み
、
６
町
の
小
・
中

学
校
が
絆
を
深
め
る
教
材
と
し
て
、
大

き
な
役
割
を
果
す
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
安
芸
高
田
市
に
関

心
と
探
求
心
を
も
ち
、 

魅
力
を
見
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
や
伝
統
文
化
、
歴
史
を
理

解
し
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
国
の
み
な

ら
ず
諸
外
国
の
伝
統
文
化
・
歴
史
を
理

解
・
尊
重
す
る
事
に
繋
が
り
、
人
類
が

共
に
歩
ん
で
い
く
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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火
災
の
種
別
に
つ
い
て　

　

お
住
ま
い
と
同
じ
町
内
で
火
災
が
発

生
し
た
際
、
お
太
助
フ
ォ
ン
か
ら
「
消

防
本
部
指
令
、
火
災
出
動
○
○
町
○
○

【
建
物
火
災
】、
安
芸
高
田
市
消
防
団
出

動
せ
よ
」
と
放
送
さ
れ
る
の
を
聞
か
れ

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
建
物

火
災
」
や
「
そ
の
他
火
災
」
な
ど
、
火

災
の
中
で
も
色
々
な
種
別
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

今
月
号
で
は
火
災
の

種
別
と
そ
の
内
容
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
建
物
火
災
と
は

　

家
屋
、
デ
パ
ー
ト
、
病
院
、
工
場
、

倉
庫
な
ど
屋
根
が
あ
る
建
物
や
そ
の
建

物
内
に
あ
る
も
の
が
焼
損
し
た
火
災

・
林
野
火
災
と
は

　

山
や
原
野
又
は
牧
草
地
の
火
災

・
車
両
火
災
と
は

　

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、

け
ん
引
車
や
こ
れ
ら
に
積
載
し
て
い
る

物
が
焼
損
し
た
火
災

・
船
舶
火
災
と
は

　

船
、
台
船
や
こ
れ
ら
に
積
載
し
て
い

る
物
が
焼
損
し
た
火
災

・
航
空
機
火
災
と
は

　

飛
行
機
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
気
球
、
飛

行
船
な
ど
人
が
乗
っ
て
空
中
を
飛
行
で

き
る
乗
り
物
や
こ
れ
ら
に
積
載
し
て
い

る
物
が
焼
損
し
た
火
災

・
そ
の
他
火
災
と
は

　

前
記
に
該
当
し
な
い
も
の
（
空
地
、

田
畑
、
道
路
、
河
川
敷
、
軌
道
敷
の
枯

草
や
、
電
柱
の
火
災
な
ど
）

　

火
災
は
、
以
上
６
つ
の

種
別
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
た
時
の

放
送
の
種
別
は
通
報
内
容

に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
る

た
め
、
実
際
に
燃
え
た
物

と
異
な
る
種
別
の
場
合
が

あ
り
ま
す
。

災
害
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

　

消
防
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て

走
っ
て
い
る
と
、
ど
こ
で
何
が
あ
っ
た

ん
だ
ろ
う
と
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ

ん
な
と
き
は
４
２－

４
０
０
０
へ
電
話

し
て
く
だ
さ
い
（
※
お
太
助
フ
ォ
ン
の

契
約
内
容
に
よ
っ
て
は
つ
な
が
ら
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
）。
こ
れ
は
「
災
害

の
問
い
合
わ
せ
」
と
し
て
、
市
民
の
皆

様
へ
情
報
提
供
を
し
て
い
る
も
の
で

す
。
そ
の
時
災
害
が
発
生
し
て
い
た
ら

「
○
○
町
で
事
故
の
た
め
救
助
出
動
し

て
い
ま
す
」
な
ど
の
音
声
案
内
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
は
緊
急
通
報
用
の
電
話
回

線
で
す
。
回
線
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
の
た
め
の
１
１
９
番

通
報
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験(

前
期)

の

ご
案
内

■
試
験
日

　

平
成
27
年
６
月
21
日
（
日
）

■
試
験
地
・
試
験
種
類

　

広
島
市
・
全
種

　

三
次
市
・
乙
種
、
丙
種

■
受
付
期
間

・
書
面
申
請
4
月
24
日
（
金
）

�
～
5
月
14
日
（
木
）

・
電
子
申
請
4
月
21
日
（
火
）

�

～
5
月
11
日
（
月
）

■
願
書
受
付
場
所

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

広
島
県
支
部

※
電
子
申
請
に
つ
い
て
は（
一
財
）消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
願
書
配
布
場
所

　

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
及
び
安
芸
高

田
市
役
所
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

定
期
講
習　

受
講
者
募
集 

～
救
え
る
命
の
た
め
に
～

　

消
防
署
で
は
、
普
通

救
命
講
習
を
「
毎
月
１

回
」
定
期
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

○
開
催
日　

毎
月
第
３
日
曜
日

○
場　

 

所　

安
芸
高
田
消
防
署

※
お
申
し
込
み
は
毎
月
第
２
日
曜
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
皆
さ
ん

も
応
急
手
当
て
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

安
芸
高
田
消
防
署
救
急
係
ま
で

火 災

救 急

救 助

そ の 他

11件
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2件
（3件）

3件
（10件）

３月

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成27年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

17件

0人

20人

21件

0人

36人

－4件

－0人

－16人

死 者 数

負傷者数

H27.3末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

　運転中は、車間距離を取り、前方左右に対する注視を怠らず、
時間と心にゆとりを持って、交通事故防止に努めましょう。
★春の全国交通安全運動
【期　　　間】５月11日（月）～５月20日（水）
【運動の基本】 ○子どもと高齢者の交通事故防止
　　　　　　 ○自転車の安全利用の推進
　　　　　　 ○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　　　　　　 ○飲酒運転の根絶

☆広島県では、「年間の交通事故死者数を90人以下」の達成に向けて
　「なくそう交通事故・アンダー 90作戦」をキャッチフレーズに、交通死亡事故抑
止に向けた取組を展開しています。

～皆様のご協力をお願いします～
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　広島県警察では、「なくそう特殊詐欺被害・

アンダー 10作戦」

《特殊詐欺被害額を10億円以下》
を目標に各種取り組みを行っており、新年度と

なり安芸高田警察署では

『オレわし退治』（安芸高田警察署の巻）
と銘打って特殊詐欺被害防止運動を展開するこ

ととなりました。

　これは、特殊詐欺の

一形態である「オレオ

レ詐欺」の「オレ」と、

広島県人が自分のこと

を「わし」と呼ぶこと

に着目し、安芸高田市で盛んな神楽の鬼・魔物

退治になぞったものです。みんなで社会悪の特

殊詐欺を退治していきましょう。

『オレわし退治』（安芸高田警察署の巻）

○　管内の交通事故の特徴
※２月中の人身交通事故は
　 ・脇見による追突事故（信号待ち）
　 ・交差点における出会頭事故
　　でありました。
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